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北海道 砂川市立病院 301～400

　当院は中空知２次医療圏唯
一の第２種感染症指定医療機
関であり、重点医療機関とし

て、圏域内では対応不可の中
等症以上の入院患者の受入、
他２次医療圏からの入院受入、
発熱外来の運営を行いました。
発熱外来の対応可能患者数は
圏域内で最大規模と思われま

す。
　コロナ診療を行うと同時に、院
内クラスターの多発を抱えなが
ら、救急や周産期医療など当院
でしか行うことのできない医療

を継続してきました。
　又、市民への集団ワクチン接
種業務も積極的に行ってきまし
た。特に市内外で小児のコロナ
ワクチン接種は当院のみでの

対応でありました。
　「北海道救急医療・広域災害
情報システム」の更新担当者は
発熱外来とコロナワクチンの事
務を担当し、超業務多忙の状況
であり、充実段階評価の項目34
「救急医療情報センターへの関
与」の評価基準である「１日２回
以上の更新」という要件を満た

すことができませんでした。

○ ×

院内体制整備支援事業を利用
し、マニュアルの改定、研修、シ
ミュレーションを行う予定であっ
たが、コロナ患者の急増、クラ
スターの発生、コロナ関連の休
職者多発のため、実施すること
ができなかった。次年度行う予
定。

（対応方針）
令和元年も実施していなかった
ため、コロナの影響を受けたと
認めるのは困難。

○ ○

当院では実習の受入を行う体
制であったが、消防機関側が感
染の危険性を考慮し希望しな
かった。

（対応方針）
救急救命士の実習について、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年と同様の評価と
する。

北海道 市立札幌病院 801～900

北海道における新型コロナウイ
ルス感染症重点医療機関であ
り、3/9時点陽性患者用病床数
70床は、道内における最大の
病床数を有する病院となってお
り、北海道における新型コロナ
ウイルス感染症の診療におけ
る基幹病院の位置づけと考え
る。

○ ×

当院救命救急センターにて、新
型コロナウイルス感染症の重症
患者（人工呼吸器およびエクモ
等）の受入をするため、許可病
床すべてを使用することができ
ず、コロナ患者数や職員感染な
どで３次救急の受入も厳しい状
況下にあった。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、新型コロ
ナウイルス感染症発生前の令
和元年と比較して増加（令和元
年58、令和４年91）しており、コ
ロナの影響を受けたと認めるこ
とは困難。

○ ×

7.1同様、厳しい状況下ではあっ
たが、コロナ患者受入により、
地域へ貢献していたと考える。

（対応方針）
7.1並びの対応とする。

対応方針

（前提）
全国の重篤患者数は令和元
年より増えていることから患者
自体が少なかったことは原因
となりえない。

（対応の考え方）
コロナが原因という主張があ
り、かつ、令和元年の数値より
下がっている場合には、コロナ
の影響を受けたものとして令
和元年の実績に基づく点数と
する。
（コロナの影響を主張していた
としても、令和元年より高い値
の場合はコロナの影響を受け
たと認められない。）

（対応の考え方）
７．１の対応に準ずる（７．１に
ついて令和元年値にした場合
は7.2についても同様とする。）

（対応の考え方）
・コロナが原因という主張が
あった場合には、令和元年の
実績に基づく点数とする。
（ただし、令和元年に実績がな
い場合はコロナの影響により
実施できなかったとは認めな
い。）

評価項目

7.2 25 28 32 37.1 37.2 40 41

（対応の考え方）
・コロナが原因という主張が
あった場合には、令和元年の
実績に基づく点数とする。
（ただし、令和元年に実績がな
い場合はコロナの影響により
実施できなかったとは認めな
い。）

（前提）
全国の救急搬送数は令和元
年より増えていることから患者
自体が少なかったことは原因
となりえない。

（対応の考え方）
コロナが原因という主張があ
り、かつ、令和元年の数値より
下がっている場合には、コロナ
の影響を受けたものとして令
和元年の実績に基づく点数と
する。
（コロナの影響を主張していた
としても、令和元年より高い値
の場合はコロナの影響を受け
たと認められない。）

7.1

（対応の考え方）
・コロナが原因という主張が
あった場合には、令和元年の
実績に基づく点数とする。
（ただし、令和元年に実績がな
い場合はコロナの影響により
実施できなかったとは認めな
い。）

（対応の考え方）
・コロナが原因という主張が
あった場合には、令和元年の
実績に基づく点数とする。
（ただし、令和元年に実績がな
い場合はコロナの影響により
実施できなかったとは認めな
い。）

（対応の考え方）
・コロナが原因という主張が
あった場合には、令和元年の
実績に基づく点数とする。
（ただし、令和元年に実績がな
い場合はコロナの影響により
実施できなかったとは認めな
い。）

（対応の考え方）
・コロナが原因という主張が
あった場合には、令和元年の
実績に基づく点数とする。
（ただし、令和元年に実績がな
い場合はコロナの影響により
実施できなかったとは認めな
い。）
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評価項目

7.2 25 28 32 37.1 37.2 40 417.1

北海道
手稲渓仁会病
院

601～700

北海道や札幌市からの要請に
常に応え、民間病院でありなが
らもフェーズに応じて新型コロナ
ウイルス感染症患者を受け入
れる病床を増減させながら対応
してきた。また、当番病院が機
能出来ていないため、救急要請
も大幅に増え、救命救急セン
ターとして最大限受け入れる努
力を行い、1ヶ月の要請件数が
最大で1100件を超えた。その
他、当院の救命救急センター長
においては、札幌市保健所での
入院調整を行うなど、札幌市と
しての調整にも寄与している。

○ ×

新型コロナウイルス感染症患者
は隔離対応が必要なため、救
命救急センターとして有してい
る救急病床30床の内12床を常
にコロナ対応病床とした。その
ため、重症患者を受け入れる病
床が18床となった。かつ、コロナ
患者は人的投入量が多くなって
しまうため、通常救急診療に支
障を来した。
また、コロナとは直接関係はな
いが、所管人口で割った数字が
評価となることにつき是正いた
だきたい。所管人口の多い札幌
市と地域では差が出ている。札
幌市以外の救命センターは4点
であり、札幌市の救命センター
はどこも1点となっている。平等
な評価となるようにしていただき
たい。

（対応方針）
令和元年から連続して所管人
口が減少している中において
も、令和４年の所管人口10万人
あたりの重篤患者数は、令和元
年112、令和４年141と増加して
おり、新型コロナウイルス感染
症まん延による影響と認めるの
は困難。

北海道

独立行政法人
国立病院機構
北海道医療セ
ンター

401～500

重点医療機関として、患者受入
対応を積極的に行い、また、札
幌市からの要請により、入院待
機ステーションへの医師派遣を
行い、院内のみならず、札幌市
内広域においても診療支援を
行ってきました。更に国の要請
にて、国立病院機構東京病院
に開設した臨時医療施設への
医師・看護師派遣も行い、全国
的支援も行ってきたところであり
ます。

○ ×

救命救急センター内にCOVID-
19重症病床を設置したため受
け入れが困難になったこと、さ
らに院内クラスターの発生によ
り救急受け入れを制限した時期
が複数回あったことなどの影響
が大きかった。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、81人と令
和元年の67人よりも増加してお
り、新型コロナウイルス感染症
まん延によるな影響と認めるの
は困難。

○ ×

救命救急センター内にCOVID-
19重症病床を設置したため受
け入れが困難になったこと、さ
らに院内クラスターの発生によ
り救急受け入れを制限した時期
が複数回あったことなどの影響
が大きかった。

（対応方針）
7.1の並びで対応する。

○ ×

救命救急センター内にCOVID-
19重症病床を設置したため受
け入れが困難になったこと、さ
らに院内クラスターの発生によ
り救急受け入れを制限した時期
が複数回あったことなどの影響
が大きかった。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの救急搬送受け入れ人員
数は、405人と令和元年の399
人よりも増加しており、新型コロ
ナウイルス感染症まん延による
影響と認めるのは困難。

○ ×

集合型のシミュレーションを計
画したが、院内クラスターの発
生などにより中止せざるを得な
かった。

（対応方針）
令和元年も実施していなかった
ため、コロナの影響を受けたと
認めるのは困難。

秋田県
秋田大学医学
部附属病院

201～300

秋田県新型コロナウイルス感染
症医療体制専門部会委員、秋
田県新型コロナウイルス感染症
対策調整本部保健医療対策部
医療アドバイザーとして、秋田
県全体のコロナ診療の体制策
定に関わった。また、宿泊施設
での軽症患者管理を行った。ま
た、中等症患者に対する診療に
もコロナ病棟にて従事した。さら
に重症コロナウイルス感染症患
者の入院加療をICUにて請け
負った。

○ ○

脳死に関する委員会（脳死判定
委員会、臨床倫理委員会、脳
死下臓器提供委員会等）は組
織されている。
脳死判定シミュレーションは、日
本臓器移植ネットワークの院内
体制整備支援事業を活用して
平成30年度と令和元年度に実
施したが、それ以降は新型コロ
ナの感染拡大の状況から，リス
ク行動回避の方針を踏まえ実
施を見送っている。

（対応方針）
脳死判定のシミュレーション等
について、新型コロナウイルス
感染症まん延の影響により、令
和４年に実施できなかった事情
を考慮し、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年に実
施していたことから加点すること
とする。
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評価項目

7.2 25 28 32 37.1 37.2 40 417.1

茨城県
国立大学法人
筑波大学附属
病院

1001～

呼吸器管理・ECMO管理を要す
る重症例の応需体制の構築と
重症受入れ機関の定時オンラ
イン会議の取りまとめを実施し
た。また県入院調整本部の調
整難航事例に対するコンサルタ
ント医師として定期的にオン
コール担当を行う他、調整本部
調整委員としてスタッフを派遣し
た。

○ ×

当院は2020年に高度救命救急
センターの認可を受けている
が、重篤患者数は2019年666
人、2020年612人、2021年832
人、2022年867人であり、2020
年には減少したが、2021年、
2022年は増加している。救命セ
ンターとしての評価が2020年以
降となるので単純評価は難しい
が、実数としては増加している。

（対応方針）
令和元年の診療重篤患者数よ
りも、令和４年の重篤患者数は
増加しており、新型コロナウイ
ルス感染症まん延による影響と
認めることは困難。

○ ○

コロナ以前に比較すると2割程
度の減少となるが、一方で県内
外救命救急センターから年間
150名程度の重篤患者の急性
期転院を受けており、二次救急
病院からも中等症以上の患者
を200名以上転送で受けている
ため、これらを加えるとコロナ前
後で実数は変わらないと思わ
れる。

（対応方針）
コロナの影響であるという主張
と、コロナ以前と比較して２割程
度の減少が見られていることか
ら、コロナ前の水準で点数をつ
けることとする。

2022年脳死下臓器提供1例、心
停止下臓器提供1例を実施して
おり、2020年以降のコロナ禍で
も総脳死下臓器提供件数5件、
心停止下臓器提供件数5件で
あり、国内でも有数であり特に
影響なく実施している。院内に
臓器提供移植支援委員会を立
ち上げ、積極的な推進を図って
いる。

集合形態の事例検討会の開催
は困難であったが、定期的な
MC検討委員会はオンライン
ベースに実施した。

受入れ要請があったものにつ
いては通常通り応需している。

受入れ要請があったものにつ
いては通常通り応需している。

年3回、1回300人余の多職種向
け心肺蘇生講習会を開催し、コ
ロナ禍でも通常通り実施した。

年2回の防災訓練を実施し、
2000名を超える消火器取り扱い
訓練、200名を超える本部立ち
上げ・トリアージ訓練を実施し
た。

○がついてい
ない項目は満
点。

栃木県
獨協医科大学
病院

301～400

新型コロナウイルス感染症の重
点医療機関として、新型コロナ
患者専用の病棟を設置し、受入
体制を確保した。

○ ×

新型コロナウイルス感染症の重
点医療機関により、救命救急セ
ンター病棟の一部病床を重症
な新型コロナ患者受入れ病床と
して対応していた。そのため、
新型コロナ患者以外の重篤患
者の受入れに支障をきたした可
能性がある。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

新型コロナウイルス感染症の重
点医療機関により、救命救急セ
ンター病棟の一部病床を重症
な新型コロナ患者受入れ病床と
して対応していた。そのため、
新型コロナ患者以外の重篤患
者の受入れに支障をきたした可
能性がある。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

新型コロナウイルス感染症の重
点医療機関により、救命救急セ
ンター病棟の一部病床を重症
な新型コロナ患者受入れ病床と
して対応していた。そのため、
新型コロナ患者以外の重篤患
者の受入れに支障をきたした可
能性がある。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

当院での開催については減少
した。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

新型コロナウイルス感染症感染
拡大時期において、院内への
立入制限等を設けたことによ
り、実習の開催や受入人数に
ついて減少した。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

新型コロナウイルス感染症感染
拡大時期において、院内への
立入制限等を設けたことによ
り、実習の開催や受入人数に
ついて減少した。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

7.2加点でSに
なれば、対応
不要。
7.2以外は満点
評価。

埼玉県
埼玉医科大学
国際医療セン
ター

501～600

帰国者・接触者外来、疑い患者
受入協力機関、重点医療機関
として県からの指定を受け、専
用病床22床を設け軽症者から
緊急手術を要する重症患者に
至るまで保健所および県の調
整本部を通じて受入を行った。
また、重症患者に対しては、救
命救急センターICU12床中最大
で6床を新型コロナウイルス感
染症患者に使用した。また、看
護師の人員確保のためHCU病
棟を閉鎖し新型コロナウイルス
感染症患者の対応を行った。

○ ×

帰国者・接触者外来、疑い患者
受入協力機関、重点医療機関
として県からの指定を受け。専
用病床22床を設け、軽症者から
緊急手術を要する重症患者に
至るまで保健所および県の調
整本部を通じて受入を行った。
また、重症患者に対しては救命
救急センターICU12床中最大で
6床を新型コロナウイルス感染
症患者に使用した。また、看護
師の人員確保のためHCU病棟
を閉鎖し新型コロナウイルス感
染症患者の対応を行った。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

7.2が加点であ
れば、対応不
要。

千葉県
東京慈恵会医
科大学附属柏
病院

401～500

東葛北部の三次救急医療機関
として、新型コロナウイルス感
染症の患者を含む重症患者の
受入に特化して対応を行った。
また、近隣医療機関にてクラス
ターが発生し、救急受入が不可
能になった際は、当院が率先し
て二次救急含む患者の受入を
行った。

○ ×

クラスター発生による病棟や集
中治療室の一時クローズなども
あり、搬送依頼があってもベッド
が確保できないために断らざる
を得ない症例があった。また、コ
ロナ疑い患者はマンパワーを要
するため、搬送依頼時にマンパ
ワー不足によりお断りしたケー
スもあった。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、144人と
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年の96人よりも増
加しており、新型コロナウイルス
感染症まん延によ影響と認める
ことは困難。

○ ×

新型コロナウイルス感染症にお
ける各医療機関でのクラスター
発生の影響で、応需不能になっ
た他地域から患者搬送依頼が
相次ぎ、重症患者は受け入れ
ざるを得なかった。そのため、
当地域の患者受入にも多大な
支障が生じた。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

新型コロナウイルス感染症が疑
わる患者を対応する際、個人防
護具を着用して実施するため、
多大なマンパワーが必要とな
る。また、陰性確認までに時間
を要する初療ベッドの回転効率
も悪化したことも伴い、搬送人
員が減少した。

（対応方針）
コロナの影響によるという主張
があり、かつ、令和４年の所管
人口10万人あたりの救急搬送
受け入れ人員数は、606人と新
型コロナウイルス感染症発生前
の令和元年の761人よりも減少
していることから、令和元年と同
様の点数とする。（ただし、点数
の変化はない。）
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東京都 日本大学病院 201～300

千代田区と連携をとり，千代田
区民の自宅や周囲の医療機関
で発生した中等症の新型コロナ
ウイルス感染症患者に対して診
療を行った。また，救命センター
として重症患者を受け入れた。

○ ×

新型コロナ患者受け入れのた
め，コロナ病棟を作り対応した。
そのため，一般救急患者を受け
る受け皿が減少した。また，依
頼件数がコロナ流行以前は，約
700件台であったのが，約4,122
件に急増したことにより応需率
が低下した。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ○

コロナ流行期では，大人数が集
まっての会合は禁止していたた
め，勉強会などが開催できな
かった。

（対応方針）
地域の関係機関との勉強会等
について、新型コロナウイルス
感染症まん延の影響により、令
和４年に実施できなかった事情
を考慮し、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年充実
段階評価と同じ評価とする。

○ ○

コロナ流行期では，大人数が集
まっての会合は禁止していたた
め，勉強会などが開催できな
かった。
また，流行が治った時期におい
ても感染症対策のため，対外的
に教育コースは控えていた。

（対応方針）
医療従事者への教育につい
て、新型コロナウイルス感染症
まん延の影響により、令和４年
に実施できなかった事情を考慮
し、新型コロナウイルス感染症
発生前の令和元年充実段階評
価と同じ評価とする。

東京都
東京大学医学
部附属病院

501～600

東京都からの要請を受けて、重
症新型コロナウイルス感染症患
者用ベッド最大13床、中等症用
ベッド最大20床、その他用ベッ
ド（精神、小児等）最大８床を確
保し、大学病院での治療が必
要な重症患者を中心に積極的
に患者を受入れた。また、厚生
労働省からの提案を受け、東京
都文京区の3つの大学病院（本
学、東京医科歯科大学、日本
医科大学）が協議し、36医療機
関が参加した後方支援医療機
関コンソーシアムを形成、重症
新型コロナウイルス感染症患者
の病状が安定化した時点での
後方支援医療機関への転院が
円滑に進められるような事業を
行った。本事業により高度な医
療を提供できる大学病院におい
ては重症患者の診療を、後方
医療機関では自宅退院までの
回復期診療と、機能分担と効率
的な医療提供が実現でき、モデ
ルケースとして報道された。ま
た、病院長は全国医学部長病
院長会議（AJMC）新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）に関
わる課題対応委員会において、
委員長として活動し、地域のみ
ならず日本全国の新型コロナウ
イルス感染症診療を俯瞰して対
応を行っている。

○ ×

ECMOや人工呼吸器を必要とす
る重症新型コロナ感染症患者を
多数受け入れる体制を強化し
たため（2022.1-2022.12　ECMO
装着数2人・延べ28人・平均期
間14.0日 ／ 人工呼吸器装着
数16人・延べ206人・平均期間
12.9日）、救命センターICUの病
床を8床から6床に減少せざるを
得ない状況であった。結果とし
てICU病床が満床である期間が
長くなり、その間の重症救急患
者受け入れを制限せざるを得な
かった。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、194人で
あり、新型コロナウイルス感染
症発生前の令和元年の125人
よりも増加しており、新型コロナ
ウイルス感染症まん延による影
響と認めることは困難。

東京都 昭和大学病院 601～700

城南地区における東京都新型
コロナウイルス感染症入院重点
医療機関として、コロナ罹患患
者・疑い患者の受入れを積極的
に行った。

○ ○

救命救急センターにおいて患者
や職員のクラスターなどが発生
したことを踏まえ、新型コロナ感
染症のさらなる伝播の予防と、
救急受け入れを継続する目的
で、学内外全ての研修を中止と
いたしました。こうした対策によ
り、結果として、救急車搬送人
員数は例年8,000人台を維持し
ており、コロナ禍以前（平成30
年）より多くの搬送の受入を行う
ことができました。

（対応方針）
救急救命士の実習について、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。

○ ○

救命救急センターにおいて患者
や職員のクラスターなどが発生
したことを踏まえ、新型コロナ感
染症のさらなる伝播の予防と、
救急受け入れを継続する目的
で、学内外全ての研修を中止と
いたしました。こうした対策によ
り、結果として、救急車搬送人
員数は例年8,000人台を維持し
ており、コロナ禍以前（平成30
年）より多くの搬送の受入を行う
ことができました。

（対応方針）
救急救命士の実習について、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。
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東京都
東邦大学医療
センター大森
病院

701～800

　当院は特定機能病院であると
ともに大田区で唯一の三次救
急医療を行っている。そのこと
を踏まえて、悪性疾患診療およ
び心疾患、脳卒中、大動脈疾患
などの診療を行いつつ新型コロ
ナ感染症に対する診療を行っ
た。新型コロナ感染症に対し
て、中等症22床（一般病棟）、重
症6床（特定集中治療室）を確
保して診療を行った。重症6床
は三次救急による新型コロナ感
染症のみならず、院内での中等
症患者の呼吸不全悪化例およ
び近隣病院からの呼吸不全悪
化例を受け入れて人工呼吸器
およびECMOにより診療を行っ
た。

○ ○

　新型コロナ感染症に対する病
床を確保しつつ、予定手術の術
後に全身管理を要する患者の
集中治療を行っており、病床や
マンパワーは常に足りない状況
であった。また、PPE着脱や消
毒等により、効率良い診療や
ベッドコントロールが行えなかっ
た。
   これらの事由により三次救急
診療（重篤患者受入）は影響を
受けたと言わざるを得ないと考
えられる。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、247人で
あり、新型コロナウイルス感染
症発生前の令和元年の274人
よりも減少していることから、新
型コロナウイルス感染症まん延
の影響を受けていると考えら
れ、新型コロナウイルス感染症
発生前の令和元年と同じ評価
とする。

○ ×

　新型コロナ感染症に対する病
床を確保しつつ、予定手術の術
後に全身管理を要する患者の
集中治療を行っており、病床や
マンパワーは常に足りない状況
であった。また、PPE着脱や消
毒等により、効率良い診療や
ベッドコントロールが行えなかっ
た。
   これらの事由により三次救急
診療（重篤患者受入）は影響を
受けたと言わざるを得ないと考
えられる。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

東京都 都立広尾病院 1001～

都からの要請を受け、新型コロ
ナウイルス感染症患者受入れ
のための病床を確保するととも
に、発熱外来を設置し、重症・
中等症のコロナ患者の受入の
ほか、軽症の患者で基礎疾患
の重い患者や、妊婦、小児、精
神疾患のある患者の受入れを
実施している。
また、周辺病院で受入れられな
かったコロナ患者の受入れを継
続的に行っている。

○ ○

コロナ患者に対応するためにス
タッフの配置の変更などを行
い、救急外来を停止せざるを得
ない状況であった。救急外来を
停止していたため受入件数が
少なくなり、一方で救急要請件
数自体が急増していたことから
応需率が減少した。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、86人であ
り、新型コロナウイルス感染症
発生前の令和元年の105人より
も減少していることから、新型コ
ロナウイルス感染症まん延の
影響をく受けていると考えられ、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年と同じ評価とす
る。

○ ○

コロナ患者に対応するためにス
タッフの配置の変更などを行
い、救急外来を停止せざるを得
ない状況であった。救急外来を
停止していたため受入件数が
少なくなり、一方で救急要請件
数自体が急増していたことから
応需率が減少した。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの救急搬送受け入れ人員
数は、540人と、新型コロナウイ
ルス感染症発生前の令和元年
の1044人よりも減少しているこ
とから、新型コロナウイルス感
染症まん延の影響を受けてい
ると考えられ新型コロナウイル
ス感染症発生前の令和元年と
同じ評価とする。

○ ○

コロナ患者に対応するためにス
タッフの配置の変更などを行っ
ている中で参集型の委員会や
趣味レーションを開催すること
が困難であった。

（対応方針）
脳死判定のシミュレーション等
について、新型コロナウイルス
感染症まん延の影響により、令
和４年に実施できなかった事情
を考慮し、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年充実
段階評価と同じ評価とする。

東京都
東京女子医科
大学病院

701～800

発熱外来設置、地域のワクチン
接種会場、酸素ステーションへ
の医療者派遣、感染症者の外
来、入院加療（中等症、重症
者）を実施

○ ○

コロナ感染拡大下で参集型の
シミュレーションの開催ならびに
医療従事者の確保が困難で
あった。

（対応方針）
脳死判定のシミュレーション等
について、新型コロナウイルス
感染症まん延の影響により、令
和４年に実施できなかった事情
を考慮し、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年充実
段階評価と同じ評価とする。
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東京都
東京医科大学
病院

1001～

EICU（救命救急センターICU）に
重症コロナ病床・一般病床に中
等症コロナ病床を確保し、都宿
泊施設への医師派遣、酸素・医
療提供ステーション（赤羽）への
医師派遣、船の科学館・都民の
城・高齢者等医療支援型施設
への医師派遣、東京ドームでの
ワクチン接種会場への医師派
遣、発熱外来の運用開始し東
京都または地域における役割
や貢献を果たしている。

○ ○

EICUに重症コロナ病床を確保し
たため、非コロナ重篤患者を物
理的に多く入院されられない状
況になっていたが、地域のため
に重篤患者の受け入れ努力を
行い、受入数は前年の1,193人
から1,233人と増加した。しか
し、当院の所管人口が70万人
から70万9千人と増えているた
め、所管人口10万人当たりの
年間重篤患者数が173人と増え
ない状況となっている。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、173人と
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年の259人よりも減
少していることから、新型コロナ
ウイルス感染症まん延の影響
を受けていると考えられ、新型
コロナウイルス感染症発生前の
令和元年と同じ評価とする。

○ ×

EICUに重症コロナ病床を確保し
たため、非コロナ重篤患者を物
理的に多く入院されられない状
況になっていたが、地域のため
に重篤患者の受け入れ努力を
行い、受入数は前年の1,193人
から1,233人と増加した。この受
入数はコロナによる病床確保指
示等がなければ、更に多くなっ
ていたはずであり、より地域貢
献できていたと考える。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

東京都
帝京大学医学
部附属病院

701～800

新型コロナウイルス感染症入院
重点医療機関として、東京都に
重症患者病床を11床、内救命
救急センター6床を届け出、疑
い患者受入協力医療機関とし
て、救命救急センター2床を届
け出ており、他医療機関からの
転院搬送依頼や、3次救急に該
当する重症患者を多数受け入
れた。

○ ○

・EICU16床のうち6床をCOVID-
19陽性と疑似症受け入れ病床
として確保しているため
・患者受入の際にPCR検査の
結果が出るまでそれぞれの専
用病床に入室できないため
・コロナ禍以前は初療時に2～3
名の患者を同時に診察してい
たが、現在は1名ずつしか診察
ができず初療に時間を要するた
め
・診察後の診療（検査）スペース
の消毒他に時間を要するため

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、148人と、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年の220人よりも減
少していることから、新型コロナ
ウイルス感染症まん延の影響
を受けていると考えられ新型コ
ロナウイルス感染症発生前の
令和元年と同じ評価とする。

○ ×

・EICU16床のうち6床をCOVID-
19陽性と疑似症受け入れ病床
として確保しているため
・患者受入の際にPCR検査の
結果が出るまでそれぞれの専
用病床に入室できないため
・コロナ禍以前は初療時に2～3
名の患者を同時に診察してい
たが、現在は1名ずつしか診察
ができず初療に時間を要するた
め
・診察後の診療（検査）スペース
の消毒他に時間を要するため

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

・EICU16床のうち6床をCOVID-
19陽性と疑似症受け入れ病床
として確保しているため
・患者受入の際にPCR検査の
結果が出るまでそれぞれの専
用病床に入室できないため
・コロナ禍以前は初療時に2～3
名の患者を同時に診察してい
たが、現在は1名ずつしか診察
ができず初療に時間を要するた
め
・診察後の診療（検査）スペース
の消毒他に時間を要するため

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

東京都
日本大学医学
部附属板橋病
院

901～
1000

東京都と協議のうえ，通常診療
と並行して，発熱外来の設置や
新型コロナウイルス感染症陽性
患者のうち主に重症患者，中等
症患者の入院受け入れを行っ
た。入院受け入れは，新型コロ
ナウイルス感染症入院重点医
療機関として，当該感染症患者
用の病床を最大で６０床（内，６
床は救命救急センターの病床）
を確保し，その中で，重症患
者，中等症患者の他，当該感
染症に感染した妊産褥婦やそ
の妊産褥婦から出生した新生
児用の専用病床も設け，対応を
している。
当該感染症発生当初から積極
的に受け入れをしており，全国
私立医科大学の中で当該感染
症患者受け入れ人数が２位で
あったという実績もある。

○ ×

元来22床運用であったが，コロ
ナ病床確保及び感染症対応を
する人員確保のため10～16床
運用とした。また，集中治療終
了後の患者の出口問題（転院
先がみつからない、当院一般病
棟もコロナ病床確保等のため
ベッド数減少）があり，新規の患
者の応需ができない状況であっ
た。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、191人と、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年の194人よりも減
少していることから、新型コロナ
ウイルス感染症まん延の影響
を受けていると考えられ、当該
評価項目については、新型コロ
ナウイルス感染症発生前の令
和元年と同じ評価とする。（ただ
し、点数は変化しない。）

○ ○

コロナ病床を最大で６０床確保
した。その際，ゾーニング・医療
従事者を確保するために一般
病棟の縮小が生じ新規患者の
応需ができない状況であった。
また，感染拡大時には，病棟閉
鎖も相次ぎ，更に受け入れに困
難な状況が続いた。発熱を伴っ
た患者が入院となる際，個室管
理が妥当だが，一般病棟の個
室の空きがなく受け入れができ
ない状況であった。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの救急搬送受け入れ人員
数は、729人と新型コロナウイル
ス感染症発生前の令和元年の
1004人よりも減少していること
から、新型コロナウイルス感染
症まん延の影響を受けていると
考えられ、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年と同
じ評価とする。
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東京都 都立墨東病院 1001～

第一種感染症指定医療機関と
して感染症専用病床40床を有し
ており、感染拡大に伴う都から
の要請に基づき、最大で140床
のコロナ専用病床を確保し、コ
ロナ患者への対応を行ってき
た。また、墨田区保健所や近隣
医療機関とも連携を行い、当院
において重症患者を中心に受
け入れる体制を確保するととも
に、地域医療への貢献を行って
きた。

○ ○

当院では毎年ICLS講習会を年
３回程度実施しており、院内外
の職員が受講している。しか
し、令和４年２月の講習会が新
型コロナウイルス感染症の影響
により中止となり、残る２回は感
染対策及び受講機会の確保の
観点から、院内職員のみの受
講となったことにより、「対外的
な教育コースの提供」の要件を
満たさず、評価点１点となって
いる。

（対応方針）
医療従事者への協力につい
て、新型コロナウイルス感染症
まん延の影響により、令和４年
に実施できなかった事情を考慮
し、新型コロナウイルス感染症
発生前の令和元年充実段階評
価と同じ評価とする。

東京都 公立昭和病院 601～700

当院は、医療圏域内で唯一の
救命救急センターかつ第2種感
染症指定医療機関、入院重点
医療機関であるため、中等症か
ら重症患者の診療を主に担い、
東京都からの病床確保の要請
には、要請レベルの状況に従
い、確保病床の引き上げ、引き
下げを迅速に実施した。また、
圏域内の病院と連携し、重症化
した患者は当院の救命センター
で集中治療を実施し、症状が回
復した患者を圏域内の病院に
転院するなど、医療圏域の重症
患者の診療に貢献した。また、
COVID-19が都内爆発的な患者
数となった時には、３次救急と
なるCOVID-19を疑う発熱患者
を圏域外からも積極的に受け
入れを行った。

○ ×

当院は、圏域内唯一の救命救
急センターであるため、三次救
急患者は、「お断りをしない」を
原則に積極的な受け入れを
行った。ただし、新型コロナ感染
症の第６、７、８波による爆発的
な患者増の期間については、三
次救急搬送要請が非常に増加
し、圏域外からの依頼も多数
あったため、受け入れには難渋
した時期もあった。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ○

当院としては、令和４年度にお
いても院内感染対策の最大限
のリスク低減のため、病院とし
て看護学生など必要不可欠な
病院実習以外の実習生の受け
入れを中止している。令和５年
度から、救命救急士の実習生
の受入を再開する予定である。

（対応方針）
救急救命士の実習について、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。

○ ○

当院としては、令和４年度にお
いても院内感染対策の最大限
のリスク低減のため、病院とし
て看護学生など必要不可欠な
病院実習以外の実習生の受け
入れを中止している。令和５年
度から、救命救急士の実習生
の受入を再開する予定である。

（対応方針）
救急救命士の実習について、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。

神奈川県
横浜市立市民
病院

901～
1000

第一種感染症指定医療機関と
して、神奈川県の病床確保
フェーズに応じて積極的な病床
確保を行った。そのため、地域
中核の急性期病院にあっても、
ピーク時には72床の病床を確
保することで、横浜市内で最多
の患者の受入れを行った。コロ
ナと急性期医療を両立するため
に尽力した。

○ ×

８月に地域の医療機関向けの
心肺蘇生研修を実施するよう計
画していたが、新型コロナウイ
ルス感染症第７波を迎え、感染
拡大を防止するため、開催を延
期せざるを得なかった。またそ
の後、12月に再度同研修を実
施する予定だったが、新型コロ
ナウイルス第８波の影響によ
り、計画を中止した。

（対応方針）
救急救命士の実習について、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。（ただし、点数
の変化はない。）

神奈川県
海老名総合病
院

901～
1000

神奈川モデル重点医療機関と
して、県庁、保健所、救急隊、
周辺医療機関等からの新型コ
ロナウィルス感染症患者の受入
要請に対し、県央地域に加え、
県内外広域から受け入れた結
果、2022年は発熱外来、救急
外来にて13439人、入院914人
の受け入れに対応した。また、
コロナ診療と並行して一般救急
の受け入れも継続し、救急搬送
人員数は前年の7048人から
8818人に増加。地域医療に貢
献した。

○ ○

①2022年2月、第31回県央救急
救命研究会（消防機関との勉強
会）を企画したが、院内のコロナ
対応で開催を断念。②2022年
10月～、近隣3市消防への訪
問・意見交換を再開。③2022年
10月、精神科病院との合同勉
強会（自傷他害の恐れがある患
者の後方支援）実施。④2022年
9月、「2022えびな救急フェア」
にて、消防及び市民への救急
医療啓発を行った。

（対応方針）
当該項目の基準を満たしてい
る。



Q1 Q2

都道府県 医療機関名

新
型
コ
ロ
ナ
患
者

入
院
数

（
患
者
実

数

）

新
型
コ
ロ
ナ
診
療

に
お
け
る
役
割
や

貢
献
度
等

影
響
該
当

点
数
の
変
化

年
間
に
受
け
入
れ

た
重
篤
患
者
数

（
来
院
時

）
（
別

表

）

影
響
該
当

点
数
の
変
化

地
域
貢
献
度

影
響
該
当

点
数
の
変
化

救
命
救
急
セ
ン

タ
ー

を
設
置
す
る

病
院
の
年
間
受
入

救
急
車
搬
送
人
員

影
響
該
当

点
数
の
変
化

脳
死
判
定
及
び
臓

器
・
組
織
提
供
の

た
め
の
整
備
等

影
響
該
当

点
数
の
変
化

地
域
の
関
係
機
関

と
の
連
携

影
響
該
当

点
数
の
変
化

救
急
救
命
士
の
挿

管
実
習
お
よ
び
薬

剤
投
与
実
習
の
受

入
状
況

影
響
該
当

点
数
の
変
化

救
急
救
命
士
の
病

院
実
習
受
入
状
況

影
響
該
当

点
数
の
変
化

医
療
従
事
者
へ
の

教
育

影
響
該
当

点
数
の
変
化

災
害
に
関
す
る
教

育
備
考

評価項目

7.2 25 28 32 37.1 37.2 40 417.1

石川県
公立能登総合
病院

201～300

新型コロナウイルス感染症に係
る地域住民の予防と治療に邁
進しました。予防に係る毎日の
ワクチン接種では医師が全員
参加で予診担当とアナフィラキ
シー担当の２人セットで、住民
の不安解消等総合的な相談役
を担いました。また、一方で診
療において、病院職員全員が
入院から退院まで一連のレッド
ゾーンを確保するため他の患者
との分離を測りながら、時間を
問わず最善を尽くしました。

438人 ２，６４５台

９項目はほぼ
満たしており、
B評価になるこ
とも承知してい
る。
実情を伝えた
いため提出し
た。

（対応方針）
ご意見として承
ります。

長野県

長野県厚生農
業協同組合連
合会　佐久総
合病院佐久医
療センター

201～300

県から入院病床確保の要請あ
り15床を確保して患者受入を
行った。重症患者、休日夜間救
急、妊婦、透析、小児など地域
の病院で受入できない患者を
受入した。

○ ×

臓器移植委員会がある。令和4
年は多職種が参集してのシミュ
レーションは行えなかった。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ○

救急対応教育委員会があり、
多職種参集による院内急変ス
タッフコースを企画した。

（対応方針）
医療従事者への教育ついて、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。

○ ×

災害対策委員会にて参集した
訓練は難しいと判断し、BCP研
修会を院内イントラネット上で
行った。また令和4年10月23日
県総合防災訓練に参加した。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

静岡県
中東遠総合医
療センター

301～400

新型コロナウイルス感染症発生
当初のダイヤモンドプリンセス
号の患者受入から、コロナ専用
病床の設置や、保健所に代わ
り自宅療養者への電話での健
康チェック、軽症者の療養ホテ
ルの運営、構成市（掛川市・袋
井市）と共同のワクチン接種、
感染の認定看護師による施設
への訪問指導等、様々な業務
を行った。

○ ○

関連消防機関とＪＰＴＥＣなどの
シミュレーションコースを計画し
ていたが、開催予定日にクラス
ターが発生し、地域においても
新型コロナウイルスが大流行し
たため、やむなく中止した。

（対応方針）
医療従事者への教育ついて、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。

愛知県

独立行政法人
国立病院機構
名古屋医療セ
ンター

701～800

当院は、愛知県より重点医療機
関に指定され、中等症Ⅱ（酸素
投与が必要な者等）以上の患
者を積極的に受け入れてきまし
た。県民の生命を守る上で必要
な医療体制を確保し続けてるこ
とで、地域に貢献してきました。

○ ○

救命救命救急センターの看護
師等が新型コロナウイルス感染
症専用病棟の応援や院内クラ
スター発生などで、業務多忙に
なり、年１回シュミレーションを
行うことが出来なかった。

（対応方針）
脳死判定のシミュレーション等
について、新型コロナウイルス
感染症まん延の影響により、令
和４年に実施できなかった事情
を考慮し、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年充実
段階評価と同じ評価とする。

○ ○

コロナ前は、毎年2回プレホスピ
タル救命救急合同カンファレン
スを開催し、当院の救命救急セ
ンターが中心となり消防とカン
ファレンスを行ってきたが、コロ
ナで、双方ともに多忙になり、協
議の上カンファレンスを見送っ
ている。

（対応方針）
地域の関係機関との勉強会等
について、新型コロナウイルス
感染症まん延の影響により、令
和４年に実施できなかった事情
を考慮し、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年充実
段階評価と同じ評価とする。

愛知県

日本赤十字社
愛知医療セン
ター名古屋第
一病院

101～200

コロナ輪番等や行政からの受
診要請、近医紹介の患者が搬
送される事例が多くその都度、
職員が（土日祝日含む）調整を
とっている

○ ○

コロナ感染症はスタッフにも影
響し、救急担当看護師も病棟配
置についたり、救急搬送の三次
救急受入制限を余儀なくされた
期間があった。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、245人
で、新型コロナウイルス感染症
発生前の令和元年の295人より
も減少していることから、新型コ
ロナウイルス感染症まん延の
影響を受けていると考えられ、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年と同じ評価とす
る。

○ ×

コロナ禍であったので今年の5
月あたりから実施予定

（対応方針）
令和元年も実施していなかった
ため、コロナの影響を受けたと
認めるのは困難。
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大阪府
大阪大学医学
部附属病院

301～400

大阪コロナ重症センターへ医師
を常時1名派遣してコロナ患者
の重症治療を担当し、救命セン
ター専属MSWも適宜派遣して
ベッドコントロールを支援した。
大阪府ワクチン接種後の副反
応に対する専門医療体制にお
いて、支援医療機関の役割を
担い患者も受け入れた。コロナ
感染患者のうち、特に重症患者
については、できる限り断らず、
当該期間1年間のみで人工呼
吸器を要する重症例64例
（ECMO装着9例を含む）を受け
入れ、コロナ禍において救命救
急センターの役割を最大限果た
した。

○ ×

新型コロナで増加した病院選定
が困難な症例（57例）を医療圏
に関わらず受け入れた。また、
小児症例についても病院選定
が困難になりがちであるため、
当院では全例（107例）断らずに
受け入れた。重症救急患者の
積極的な応需に努めたものの、
前述のような患者（計164例）は
重篤とは限らないため、年間に
受け入れた重篤患者数が減少
したと考えられた。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、167人と、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年の139人よりも増
加しており、新型コロナウイルス
感染症まん延による影響と認め
るのは困難。

○ ×

評価については現時点で不明
であるが、もし下がっているとす
るなら、7.1と25の理由によると
考えられる。一方で、当救命救
急センターは、コロナ禍におい
て大阪府からの要請に従い、重
症救急患者の受け入れを継続
し、所管地域である豊能二次医
療圏の救急医療に貢献した。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

来院時のウイルス抗原検査、
結果判明までの待ち時間など
により、患者の初療室の滞在時
間が長くなった。初療室内での
並列診療が出来なくなった。個
人用防護具の着脱に時間を要
した。家族の濃厚接触や感染に
より看護師が相対的に不足し
た。これらの要因により、受入
救急車搬送人員が少なくなっ
た。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの救急搬送受け入れ人員
数は、387人と、新型コロナウイ
ルス感染症発生前の令和元年
の252人よりも増加しており、新
型コロナウイルス感染症まん延
による影響と認めるのは困難。

×

新型コロナウイルスの影響によ
り、後送病院への患者搬送が
困難な状況となり、一時的に院
内の病床が逼迫する期間が一
定期間あった。また、これまでコ
ロナ確保病床のうち、最大5床
又は2床を運用している（救命
救急センターのICU）。これらの
理由により、本来当院で受け入
れ可能であった重篤患者の診
療をやむを得ず応需不可とせ
ざるを得ない状況があった。
なお、当院は7月に救命救急セ
ンターを開設しているため、半
年の期間での患者数であること
も考慮願いたい（半年の実数を
12か月で計算した場合、3点の
計算となる）。
さらに、救命救急センターの
ホットラインの他、大動脈ホット
ライン・赤ちゃんの心臓ホットラ
イン・循環器内科ホットライン・
脳卒中ホットライン・周産期ホッ
トラインを開設しており、現状
データ集計体制が完全に構築
されていないため、患者数の計
上に至っていないが、これら
ホットラインにおいては年間で
300名程度の重篤患者を受け入
れている(次年度分以降に向け
て、データの集約体制を構築中
である)。

（対応方針）
従前の対応として、新規開設の
救命救急センターについては、
開設した日から12月31日までの
実績を計上して当該年における
充実段階を評価してきているた
め、本年のみ特別の対応をおこ
なうことは他のセンターとの平
等性の確保の観点から困難。

○ ×

新型コロナウイルス感染症の影
響については、7.1及び25に記
載のとおりである。こちらも半年
の期間での受入重症患者数に
よる評価であることを考慮願い
たい。

（対応方針）
7.1の並びで対応する。

○ ×

「7.1年間に受入れた重篤患者
数」の理由・背景と同様、二次
救急においても同様の状況で
あった。

（対応方針）
7.1の並びで対応する。

大阪府
大阪医科薬科
大学病院

401～500

救命救急センター開設以前か
ら、大阪府新型コロナウイルス
感染症重点医療機関として最
大20床の病床確保を行うととも
に、妊婦コロナ患者専用病床と
して12床を確保し、三島医療圏
のみならず医療圏外からも患
者の受入れを積極的に行って
きた。大阪府三島救命救急セン
ター閉院後の救命救急センター
開設後には、確保病床を最大
25床まで増床しており、地域に
おける新型コロナウイルス感染
症診療の最後の砦として機能を
果たしている。

○ ○ ○

院内医師講習として定期的に
ICLSコースを開催している。対
外的には、大阪府三島救命救
急センター医師（現在は当院に
移籍）と当院医師により日本災
害医学会のMCLS（Mass
Casualty Life Support）コースを
開講していたが(世話人は当院
の医師)、新型コロナウイルスの
影響により長らく開催できてい
ない。今後は同コースを対外的
に展開する予定としている。

（対応方針）
医療従事者への教育ついて、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前に実施していたことから加点
することとする。
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大阪府
関西医科大学
総合医療セン
ター

801～900

　当院は、大阪府から、「新型コ
ロナウイルス感染症重点医療
機関」の指定を受け、最大71床
（重症42床、中等症29床）の病
床を確保し、救命救急センター
が中心となり、同感染症入院患
者の受入れを行っています。
　また、令和3年11月15日付で、
大阪コロナ重症センター（20床）
を開設し、大阪府内の同感染症
重症患者を治療する拠点的な
立場も担っています。
　外来においては、抗体治療等
の初期治療を実施する「抗体治
療外来医療機関」、自宅療養者
の症状が変化した場合等に対
応する「外来診療病院」の指定
を受け、診療を行っていること
や、高齢者施設及び診療型宿
泊療養施設への往診も行って
います。

○ ○

救命救急センター（36床）にて
新型コロナ入院患者の受入れ
を積極的に行っており、また、
同患者の受入れのため空床を
確保していたことにより、三次救
急等の一般救急重症患者の受
入れができなかった。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、116人
で、新型コロナウイルス感染症
発生前の令和元年の169人より
も減少していることから、新型コ
ロナウイルス感染症まん延の
影響を受けていると考えられ、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年と同じ評価とす
る。

○ ○

救命救急センター（36床）にて
新型コロナ入院患者の受入れ
を積極的に行っており、また、
同患者の受入れのため空床を
確保していたことにより、三次救
急等の一般救急重症患者の受
入れができなかった。

（対応方針）
7.1の並びの対応とする。

○ ○

新型コロナ感染拡大防止対策
の観点から、対外的な教育を控
えるべきと考え、院外研修は実
施できなかった。

（対応方針）
医療従事者への教育ついて、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。

大阪府
関西医科大学
附属病院

201～300

令和4年4月に大阪府新型コロ
ナウイルス感染症重点医療機
関に指定され、最大7床の重症
受入病床を確保。更に、令和4
年12月より9床の軽症中等症受
入病床を確保した。

○ ○

コロナ流行時以外（4,5,6,10,11
月）では、救急のお断りが1,930
件中13.0%の251件に対し、コロ
ナ流行時（1,2,3,7,8,9,12月）で
は、3,663件中32.3%の1,182件で
あった。当院はコロナ重症患者
受入だったので、コロナ流行時
はICUが逼迫しており、重篤患
者の受入を、お断りせざるを得
なかった。そのため、年間重篤
患者数が前年比△86件の1,087
件と大幅に減少した。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、192人
で、新型コロナウイルス感染症
発生前の令和元年の218人より
も減少していることから、新型コ
ロナウイルス感染症まん延の
影響を受けていると考えられ、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年と同じ評価とす
る。

○ ×

年間重篤患者数が前年比△86
件の1,087件となり、大幅に減
少。これにより、未確定ではあり
ますが、地域貢献度に少なから
ず影響がある可能性がありま
す。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

大阪府 近畿大学病院 201～300

令和2年4月より救急災害棟の1
フロアにて重症患者を対象に受
け入れを開始。これまでに上記
の患者数の受け入れを行った。
新型コロナウイルス感染症が蔓
延し、院内発生による病床制限
が発生した時においても、地域
における当院の役割を重視し、
3次救急、ハートコール、脳卒中
コール、吐下血コールといった
緊急度の高い受け入れは継続
をしてきた。また救急の人員が
減少する中においても他科の
協力を得て、救急医療体制を維
持することができている。

○ ○

新型コロナウイルス感染症の対
策のため対面での研修等に制
限があり、外部施設との研修は
止まっているため。

（対応方針）
医療従事者への教育ついて、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。

大阪府
岸和田徳洲会
病院

201～300

救急搬送困難例に対して、一時
的に救急車を受け入れ待機さ
せる「酸素ステーション」を設け
ました。

○ ×

酸素ステーション設置に伴っ
て、救急外来スペースが減少
し、総受入れ件数が減少。
発熱例も断らずに受け入れた
ので軽症例が増加した。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。
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大阪府
大阪公立大学
医学部附属病
院

101～200

当院は大学病院として、人工呼
吸器管理を必要とする新型コロ
ナ肺炎の重症患者に対する
ベッド確保を大阪府の要請に基
づき行った。具体的には、1月1
日から1月31日は5床、2月1日
から5月17日は15床、5月18日
から7月31日は5床、8月1日から
9月27日は15床、9月28日から
10月4日は10床、10月5日から
12月25日は5床、12月26日から
12月31日は10床のベッド確保を
行い、大阪府フォローアップセ
ンターからの重症コロナ肺炎患
者の受け入れ要請に対応した。
また、8月から開始されたコロナ
輪番制にも参加し、救急隊から
のコロナ陽性患者の搬送患者
を受け入れた。このようなコロナ
対応のなか、三次救急体制を
維持しつつ重症外傷および急
性心筋梗塞、脳卒中などの重
症疾病救急に対応した。

○ ○

年間重篤患者数が752人から
636人に減少し、10万人あたり
166人から138人、ポイントが2点
から1点に下がった。当院では
重症コロナ肺炎患者の転院、救
急搬送受け入れ業務を救命救
急科がCT撮影可能な救急初療
室で行っており、コロナ患者受
け入れ後は換気と拭き上げの
ため、次の救急患者を受け入
れることができない施設体制に
ある。またコロナ確定および疑
い患者の入院は救命救急セン
ター集中治療室の個室を利用
している。以上の初療室および
集中治療室利用の制限、加え
て救命救急科スタッフのコロナ
対応により、三次救急における
重篤患者の受け入れ件数が減
少した。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、139人と、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年の166人よりも減
少していることから、新型コロナ
ウイルス感染症まん延の影響
を受けていると考えられ新型コ
ロナウイルス感染症発生前の
令和元年と同じ評価とする。

○ ×

7.1のとおり、コロナの影響下に
より重篤患者受入件数が減少
しており、地域貢献度に影響が
及ぶ可能性がある。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ○

年間受け入れ救急車搬送人員
が2116人から1701人に減少し、
10万人あたり468人から370人、
ポイントが1点から0点に下がっ
た。救命救急センターへの受け
入れ患者が上記7.1記載の理由
により1077人から726人に減少
した。
重症コロナ肺炎患者を入室させ
る集中治療病床として、院内
ICUが移設工事のため年間を
通じて利用できずHCUをICU化
して確保した。このため、救急
搬送患者に対応できるHCUおよ
びICU病床に大きな制限があっ
た。また、当院では、重症コロナ
肺炎の集中治療管理には全診
療科から医師がローテートし、
看護師も配置変えをして対応し
ている。コロナ診療およびコロナ
罹患や濃厚接触にともなう、各
科、各部署の医師、看護師のマ
ンパワー不足から病院各科の
救急搬送の受け入れ件数が減
少した。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの救急搬送受け入れ人員
数は、371人と、新型コロナウイ
ルス感染症発生前の令和元年
の468人よりも減少していること
から、新型コロナウイルス感染
症まん延の影響を受けていると
考えられ、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年と同
じ評価とする。

大阪府

地方独立行政
法人大阪府立
病院機構 大阪
急性期・総合
医療センター

1001～

・大阪コロナ重症センターの運
営を行い、500人を超える重症
患者を受け入れた。
・フェーズ１より重症病床を30床
確保。また、フェーズ５の感染
ピーク時には重症病床最大48
床確保した。

○ ×

令和３年度まで地域貢献度に
ついては２点の配点があり所管
地域人口当たり当該施設に搬
送された重篤患者数の実績も
令和３年度より増加している
が、仮に全国総人口当たり全国
重篤患者数が例年より増加して
いたら、新型コロナ重症患者を
受け入れた影響にて配点基準
（０．５以上）を満たさなくなるた
め。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ○

新型コロナウイルス感染対策と
して地方独立行政法人大阪府
立病院機構が実施する事業等
の中止等にかかる対応方針に
おいて、外部からセンターに参
集するするような事業（研修等）
を開催することが実施不可と
なっていたため、対外的に救急
に関する教育コースが開催でき
なかった。

（対応方針）
医療従事者への教育ついて、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。
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兵庫県
神戸大学医学
部附属病院

301～400

令和3年4月1日より兵庫県より
重点医療機関として指定を受け
ており、令和4年度も兵庫県の
入院医療体制における入院確
保病床を感染状況フェーズにあ
わせて確保を行った。また、神
戸市からの要請に基づき、新型
コロナウイルス陽性妊婦の分娩
対応や陽性透析患者の受け入
れ体制の強化を行った。

○ ×

発熱を伴う患者を受け入れる医
療機関が不足し、当院に対して
も多くの受入れ要請があったも
のの、感染対策のためフルPPE
を着用するなど、医療従事者に
大きな負担がかかり、ECUでは
マンパワー不足が大きく影響し
た。また、県内の感染状況
フェーズに応じて、兵庫県から
コロナ病床を確保（重症患者用
としてICUを２～１２床を確保）し
たことから、重篤患者の受入れ
に多大な影響があった。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、79人と、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年の87人と減少し
ており、新型コロナウイルス感
染症まん延の影響を受けてい
ると考えられ、当該評価項目に
ついては、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年と同
じ評価とする。（ただし、点数は
変化しない。）

○ ×

特に発熱患者への対応は、感
染対策のためフルPPEを着用
するなど医療従事者に大きな負
担がかかり、マンパワー不足が
大きく不足したことから、搬送人
数にも影響した。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの救急搬送受け入れ人員
数は、487人と、新型コロナウイ
ルス感染症発生前の令和元年
の550人よりも減少していること
から、新型コロナウイルス感染
症まん延の影響を受けていると
考えられ新型コロナウイルス感
染症発生前の令和元年と同じ
評価とする。（ただし、点数は変
化しない。）

○ ×

この項目については、今回提出
分に誤りがありました。「37.2
救急救命士の病院実習受入状
況」を、このたび「3」人としてお
りましたが、消防局からの実習
受け入れが計算から外れてお
りました。正確には、「18」人で
す。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

兵庫県
兵庫医科大学
病院

501～600

当院の救命救急センターは阪
神医療圏において、特に以下
の２つの役割を果たすことで貢
献した。

①重症COVID-19患者に特化し
た受入れ
救命救急センターのEICUすべ
ての病床を重症COVID-19患者
用に転換した。重症COVID-19
患者は、自宅からの直接搬送、
近隣の施設からの転院搬送、
兵庫県CCCからの依頼がほと
んどであり、第7波までに約260
名の重症COVID-19患者の受
入れで貢献した。この患者数は
全国私立大学病院のうち上位
から第4位の受入れ患者数であ
る。

②阪神北部3拠点医療施設へ
の医師派遣
阪神北部3拠点医療施設の宝
塚市立病院と市立川西病院、
協立病院においては、救命医
が1名しか従属しておらず、これ
ら3施設に医師を派遣し、特に
重症COVID-19患者の治療を展
開した。当初、阪神医療圏にお
ける重症COVID-19患者の受入
施設は当救命救急センターと尼
崎市立総合医療センターの2施
設だけだったが、阪神北部3拠
点医療施設でも重症COVID-19
患者の受入れを展開すること
で、2施設の負担を軽減でき、
救急医療が脆弱な阪神北部医
療圏に貢献することが出来た。

○ ○

当救命救急センターのEICUは
阪神医療圏における協議の
上、重症COVID-19患者の受入
れに特化し、それ以外の重篤患
者は県立西宮病院が受入れる
こととなった。重症COVID-19患
者の治療は人工呼吸器管理の
為に長期に渡ることがほとんど
で、例年のような頻度で重篤患
者を受入れることは出来なかっ
た。その様な中であっても、ス
タッフの院内感染者数を最小限
に抑え、クラスターもコントール
し、絶え間なく受入れを継続し
た。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、148人と、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年の178人よりも減
少していることから、新型コロナ
ウイルス感染症まん延の影響
を受けていると考えられ、新型
コロナウイルス感染症発生前の
令和元年と同じ評価とする。

○ ×

地域の重症COVID-19患者の
受入れが当方の役割であり、そ
の役割は充分に果たせた。第2
波からは、当救命救急センター
の医師を阪神北部3拠点施設に
派遣し、その現場で重症
COVID-19患者の治療を展開
し、それにより、転院患者数を
抑制することが出来た。地域の
現場で医療貢献した為に転院
数が減少したが、その分、直接
搬送患者を多く受入れることが
出来るようになった。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ○

阪神医療圏での協議の上、重
症COVID-19患者に特化した受
入れを行なった為に、例年より
も救急車受入搬送人員が減少
した。非COVID-19患者の重篤
患者の転院受入れも行っては
いたものの、重症COVID-19患
者は人工呼吸器管理のため治
療が長期に渡り、満床であるこ
とが多く、なかなかスムーズに
は非COVID-19患者の重篤患
者を受入れられず、減少の要
因となった。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの救急搬送受け入れ人員
数は、146人であり、新型コロナ
ウイルス感染症発生前の令和
元年の715人よりも減少してい
ることから、新型コロナウイルス
感染症まん延の影響を受けて
いると考えられ、新型コロナウイ
ルス感染症発生前の令和元年
と同じ評価とする。
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島根県
島根大学医学
部附属病院

101～200

県の重症患者受け入れ機関と
して機能した。島根県では重症
患者を受け入れできる施設は
当施設を含め２施設（途中から
１施設増えることとなった）しか
なく、全県の重症をおおむね受
け入れざるを得ない状況があっ
た。また波のピーク時には、軽
症から中等症も含めてあらゆる
症例をＥＲ経由で受けることと
なった。

○ ○

コロナ禍の影響で脳死判定シ
ミュレーションが中止となってお
り､これを実施することが出来な
かった。

（対応方針）
脳死判定のシミュレーション等
について、新型コロナウイルス
感染症まん延の影響により、令
和４年に実施できなかった事情
を考慮し、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年充実
段階評価と同じ評価とする。

○ ×

コロナ禍の影響で院外の救命
士の受け入れを一時停止せざ
るを得なかった。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

コロナ禍の影響もあり､学生が
施設見学に来ることが出来な
かったことは、初期研修医の入
職に大きく影響した。このため、
当院において救急研修する研
修医が減少し、２４単位の研修
をクリアすることが出来なかっ
た。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

岡山県
川崎医科大学
附属病院

1～100

県から重点医療機関としての指
定を受けており、新型コロナウ
イルス陽性患者を受け入れる
為の病床の確保(中等症20床、
重症10床)および体制（医療ス
タッフ・設備）の整備を行い、特
に県南西部の基幹病院として
重症患者を中心とした陽性患
者の受入を行っている。また外
来診療としては、特設診察室を
設け、新型コロナの感染が疑わ
れる患者の診察や保健所から
依頼のあった患者に対する
PCR検査、また宿泊療養施設
（ベッセルホテル）とのオンライ
ン診療を行っている。また、
OCIT（岡山県クラスター対策
班）の派遣要請に対し医師・看
護師の派遣も行った。その他、
ワクチン接種後の副作用の相
談先としても契約しており、随
時、周辺医療機関からの相談も
受け入れている。

○ ○

対外的な教育として、新型コロ
ナ流行前の2019年度までは
ICLSコースについて外部の医
療従事者を受け入れて実施し
ていた（評価2点）が、新型コロ
ナ流行後は感染拡大防止の観
点から外部の受け入れは行わ
ず、院内職員のみを対象に実
施している(評価1点)。

（対応方針）
医療従事者への教育ついて、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。

岡山県
岡山赤十字病
院

101～200

新型コロナウイルス感染症重点
医療機関に指定され、岡山県
調整本部ならびに岡山市保健
所と緊密に連携を取り、主に中
等症患者、重症患者の受け入
れに従事した。原則として即応
病床に空床がある限り、受け入
れ要請を応需した。
加えて、救命救急センター救急
外来を受診した外来発熱患者
及び紹介患者の診療において
は、別個に人員配置を行い、常
時柔軟に対応できる体制をとっ
た。

○ ○

新型コロナの影響により、患者
への対応や医療スタッフの感染
によるマンパワー不足、
そのための入院病床の削減を
強いられ、結果として救急車応
需数・応需率の低下、
ひいては受入重篤患者数の減
少が生じた。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、153人で
あり、新型コロナウイルス感染
症発生前の令和元年の236人
よりも減少していることから、新
型コロナウイルス感染症まん延
の影響を受けていると考えら
れ、新型コロナウイルス感染症
発生前の令和元年と同じ評価
とする。
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広島県

独立行政法人
国立病院機構
呉医療セン
ター

501～600

当院は、県の「診療・検査医療
機関」として地域診療の中核的
な対応を行っており、加えて「重
点医療機関・協力医療機関」に
指定されていることから、一般
フェーズ時で15床、緊急フェー
ズ時で22床のコロナ病床を確保
し、人工呼吸管理が必要な重
症患者から中等症までの患者
の受け入れを行っております。
なお、対象機関である令和4年1
月から12月までの入院患者数
は、延べ4,346人の受け入れを
行っており、地域の新型コロナ
ウイルス感染症診療に大きく貢
献していると考えております。

○ ○

災害に関する教育として、院内
災害訓練を令和4年2月3日に実
施する計画としていたが、令和4
年1月からの第6波流行期に突
入したことにより、市場のコロナ
感染拡大の影響、院内クラス
ター発生の増加に加え、職員が
陽性者や濃厚接触者となること
による出勤停止（R4.1～R4.12で
961人）が増加したことで開催直
前に延期としました。
さらに、その後も感染拡大や院
内感染対策をふまえて令和4年
12月末までに縮小して開催する
ことを検討していたが、状況が
大きく変化しないことから最終
的な判断として中止を決定しま
した。
なお、今年度は前年度の中止
をふまえて令和5年3月9日に災
害訓練を実施しました。

（対応方針）
災害に関する教育ついて、新型
コロナウイルス感染症まん延の
影響により、令和４年に実施で
きなかった事情を考慮し、新型
コロナウイルス感染症発生前の
令和元年充実段階評価と同じ
評価とする。

添付資料あり

山口県

独立行政法人
国立病院機構
関門医療セン
ター

501～600

新型コロナウイルス感染症にか
かる地域の重点医療機関とし
て、軽症～中等症までの患者を
幅広く受け入れた。
また、下関市及び市内３病院で
取り決めた「コロナ輪番」病院と
して、、輪番日は、各部門と調
整のうえ昼夜を問わず患者の
入院受け入れを行った。

○ ○

新型コロナウイルス感染症にか
かる地域の重点医療機関として
陽性患者の入院受入れを行う
中、院内クラスターが頻繁した
ことにより、スタッフ等への感染
拡大を危惧し、令和４年中に災
害訓練を行うことができなかっ
た。
なお、院内クラスターの収束に
よって、令和５年３月に災害訓
練を実施している。

（対応方針）
災害に関する教育ついて、新型
コロナウイルス感染症まん延の
影響により、令和４年に実施で
きなかった事情を考慮し、新型
コロナウイルス感染症発生前の
令和元年充実段階評価と同じ
評価とする。

山口県

地方独立行政
法人山口県立
病院機構　山
口県立総合医
療センター

901～
1000

県内唯一の第一種感染症指定
医療機関として、新型コロナウ
イルス感染症(COVID-19)感染
者の妊婦・乳幼児・基礎疾患を
持つ患者の受入れや、重度の
急性呼吸不全患者へのECMO
治療を実施するなど、中心的な
役割を果たしている。また、発
熱や呼吸不全などの新型コロ
ナウイルス感染症(COVID-19)
の疑い患者発生時に、他の医
療機関の対応が困難な場合
は、当センターで対応した。

○ ○

新型コロナウイルス感染症のク
ラスター発生の影響により、感
染拡大防止の観点から勉強会
や症例検討会等を開催すること
ができなかった。

（対応方針）
地域の関係機関との勉強会等
について、新型コロナウイルス
感染症まん延の影響により、令
和４年に実施できなかった事情
を考慮し、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年充実
段階評価と同じ評価とする。
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高知県
高知赤十字病
院

201～300
重点医療機関として病床を整備
し、新型コロナ患者の入院の受
け入れを行った。

○ ○

全職員を対象としたBCPに基づ
く院内災害対策訓練およびそれ
に伴う研修について、年２回（令
和4年2月・令和5年9月）の実施
計画としていたが、新型コロナ
感染症拡大の状況および院内
の警戒レベルが高いことから中
止とした。なお、令和5年2月に、
感染対策を講じて当該訓練を
実施した。

（対応方針）
災害に関する教育ついて、新型
コロナウイルス感染症まん延の
影響により、令和４年に実施で
きなかった事情を考慮し、新型
コロナウイルス感染症発生前の
令和元年充実段階評価と同じ
評価とする。

佐賀県
佐賀県医療セ
ンター好生館

1001～

佐賀県における重点医療機関
の指定を受けており、外来診
療、入院診療の役割を担い、県
下の感染発生状況のフェーズ
に応じ、最大84床まで受け入れ
病床を拡大した。また、県内に2
か所しかない3次の救命救急セ
ンターとして、特に夜間休日に
多く発生した救急搬送困難事案
の県内全域からの受け入れに
対応した。

○ ○

脳死判定シミュレーションにつ
いて、実施することで職員間の
新型コロナウイルス感染のリス
クが高まること及び新型コロナ
ウイルスに関する診療など対応
業務過多となっていたため、開
催を断念してきた。今後は、新
型コロナウイルスの状況を鑑み
実施予定である。

（対応方針）
脳死判定のシミュレーション等
について、新型コロナウイルス
感染症まん延の影響により、令
和４年に実施できなかった事情
を考慮し、新型コロナウイルス
感染症発生前の令和元年充実
段階評価と同じ評価とする。

熊本県

独立行政法人
国立病院機構
熊本医療セン
ター

201～300

熊本県では主に県内３施設の
救命救急センターで三次重症
患者等の救急患者の受け入れ
を行っているが、当院はその３
施設の中の１つとして重症の新
型コロナ患者を受け入れる重点
医療機関となっている。また感
染拡大時には、フェーズに応じ
て重症患者の受け入れ病床の
増床、一部中等症患者等の受
け入れも行っている。

○ ×

当院はICUにて重症のコロナ患
者を受け入れており、度重なる
感染拡大時には患者受け入れ
やクラスター発生時の対応のた
め、救命病棟の一部を空床とし
なければならない状況や、それ
らに伴う病床の逼迫により、救
急車及び入院の受け入れを制
限せざるをえない状況が発生し
たため。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

沖縄県
沖縄県立中部
病院

801～900

当院は新型コロナウイルス感染
症を担う、対応重点医療機関で
あり、急性期病院としての機能
役割である。

○ ○

当院病院職員の感染・濃厚接
触等の増加、院内クラスター等
に伴い、マンパワー不足による
医療体制のひっ迫、満床状態
が続いたことから、集中治療を
要する患者受け入れを制限し
た。

（対応方針）
令和４年の所管人口10万人あ
たりの重篤患者数は、223人と、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年の278よりも減少
していることから、新型コロナウ
イルス感染症まん延の影響を
強受けていると考えられ、新型
コロナウイルス感染症発生前の
令和元年と同じ評価とする。

○ ×

新型コロナウイルス感染症の拡
大とともに、救急センターを受
診する患者急激に増加したこと
から、一次（軽症中等症）救急
車受け入れ制限と一次救急外
来を停止した。沖縄県医療非常
事態宣言（令和4年7月21日～9
月29日）

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

新型コロナウイルス感染症の拡
大とともに、救急センターを受
診する患者急激に増加したこと
から、一次（軽症中等症）救急
車受け入れ制限と一次救急外
来を停止した。沖縄県医療非常
事態宣言（令和4年7月21日～9
月29日）

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

当院病院職員の感染・濃厚接
触等の増加、院内クラスター等
に伴い、マンパワー不足による
医療体制のひっ迫、満床状態
が続いたことから、集中治療を
要する患者受け入れを制限し
た。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

新型コロナウイルス感染症の拡
大とともに、救急センターを受
診する患者急激に増加したこと
から、一次（軽症中等症）救急
車受け入れと紹介患者制限と
一次救急外来とを停止した。沖
縄県医療非常事態宣言（令和4
年7月21日～9月29日）

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

当院病院職員の感染・濃厚接
触等の増加院内クラスター等に
伴い、マンパワー不足による医
療体制のひっ迫、満床状態が
続いたことから、医学生・看護
師・コメディカル等全ての臨床
研修実習受け入れを停止した。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ×

当院病院職員の感染・濃厚接
触等の増加院内クラスター等に
伴い、マンパワー不足による医
療体制のひっ迫、満床状態が
続いたことから、医学生・看護
師・コメディカル等全ての臨床
研修実習受け入れを停止した。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。

○ ○

当院病院職員の感染・濃厚接
触等の増加院内クラスター等に
伴い、マンパワー不足による医
療体制のひっ迫、満床状態が
続いたことから、医学生・看護
師・コメディカル等全ての臨床
研修実習受け入れを停止した。

（対応方針）
医療従事者への教育ついて、
新型コロナウイルス感染症まん
延の影響により、令和４年に実
施できなかった事情を考慮し、
新型コロナウイルス感染症発生
前の令和元年充実段階評価と
同じ評価とする。

○ ×

当院病院職員の感染・濃厚接
触等の増加、院内クラスター等
に伴い、マンパワー不足による
医療体制のひっ迫が続いたこと
から、医療体制を整えるため研
修会や講習会などを停止せざ
る得なかった。

（対応方針）
満点のため点数の変化なし。
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都道府県 医療機関名

新
型
コ
ロ
ナ
患
者

入
院
数

（
患
者
実

数

）

新
型
コ
ロ
ナ
診
療

に
お
け
る
役
割
や

貢
献
度
等

影
響
該
当

点
数
の
変
化

年
間
に
受
け
入
れ

た
重
篤
患
者
数

（
来
院
時

）
（
別

表

）

影
響
該
当

点
数
の
変
化

地
域
貢
献
度

影
響
該
当

点
数
の
変
化

救
命
救
急
セ
ン

タ
ー

を
設
置
す
る

病
院
の
年
間
受
入

救
急
車
搬
送
人
員

影
響
該
当

点
数
の
変
化

脳
死
判
定
及
び
臓

器
・
組
織
提
供
の

た
め
の
整
備
等

影
響
該
当

点
数
の
変
化

地
域
の
関
係
機
関

と
の
連
携

影
響
該
当

点
数
の
変
化

救
急
救
命
士
の
挿

管
実
習
お
よ
び
薬

剤
投
与
実
習
の
受

入
状
況

影
響
該
当

点
数
の
変
化

救
急
救
命
士
の
病

院
実
習
受
入
状
況

影
響
該
当

点
数
の
変
化

医
療
従
事
者
へ
の

教
育

影
響
該
当

点
数
の
変
化

災
害
に
関
す
る
教

育
備
考

評価項目

7.2 25 28 32 37.1 37.2 40 417.1

沖縄県 浦添総合病院 301～400

デルタ株の流行までは重症患
者が多く発生しており、ECMOを
含めての重症呼吸不全患者の
集中治療に重点を置いて対応
する体制を取った。離島からの
重症患者の空輸患者について
も当院で可能な限り受け入れて
きた。オミクロン株へ移行後は
新型コロナ感染の症状よりも、
もともとの基礎疾患の病態悪化
から重症化する患者が増えてき
ており、そういった患者への救
急医療ならびに集中治療に重
点を置いて対応した。

○ ○

新型コロナウイルス感染症院内
クラスター発生等により院内災
害訓練及び研修の開催が困難
な状況であったため。なお、都
道府県又は地域での災害訓練
へは参加している。

（対応方針）
災害に関する教育ついて、新型
コロナウイルス感染症まん延の
影響により、令和４年に実施で
きなかった事情を考慮し、新型
コロナウイルス感染症発生前の
令和元年充実段階評価と同じ
評価とする。


